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Summary 
During World War II, the Imperial Japanese Army invaded Southeast Asia and 
occupied the captured regions. The military administration was staffed by army 
officers and civilians from mainland Japan.
Tetsumaro Kanaya (1895–1945) joined the religious staff of the military 
administration during the course of Japan’s occupation of British Malaya (now 
Malaysia). Kanaya was a priest of the Jodo Shinshu Hongwanji-ha (Nishi-
hongwanji). Under the influence of Kōzui Ōtani (1876–1948), the former 22nd 
head priest of the Nishihongwanji and a monk renowned as a pan-Asianism 
proponent, Kanaya became interested in Southeast Asia and Islam.
During the early 1940s, Kanaya conducted extensive research in the Dutch 
East Indies (now Indonesia) and in Taiwan. Subsequently, he was inducted as a 
civilian employee of the Indochina Expeditionary Army Corps of the Imperial 
Japanese Army. During Japan’s occupation of Malaya, he became a top instructor 
at the Shōnan Kōa Kunrenjo (Asia Development Training Institute) and taught 
Japanese to the young Malay students, many of whom would become the future 
leaders of their country.
Kanaya brought many of his students from Malay to Japan. Some pursued 
higher education at mainland Japanese universities such as Nanpō Tokubetsu 
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Ryūgakusei (Special Foreign Students from Southeast Asia). After World War 
II, a number of the graduates from this program became Malaysian leaders.
昭南興亜訓練所と南方特別留学生に関与した仏教者
─浄土真宗本願寺派僧侶の金谷哲麿─




































































一九一五（大正四）年から一九一八（大正七）年まで本科に学んだ。この頃の世相は、一九一四（大正三）年七月に第 次世界大戦が勃発して、 九一五年には「対華二一箇条要求」を出した時代である。 九一八年の本科卒業生は、 の四二名である。
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【昭南九日発同盟】昭南市の中心から約十キロ東北方の高い椰子樹に囲まれて建つてゐる清潔な感じの二階建が興亜訓練所の校舎である。この訓練所はマレー軍政部が将来マレーの官吏として新生マレー建設の重責を担う現地人の青年を集めて、日本精神に基く鍛錬を行ふべく去る五月十五日開設 たもので、生徒は現在第一期生として八十七名がをりマレー人、印度人、支那人、混血児等人種は雑多だが何れ マレー各州から特に選抜され知事の推薦により入所した優秀な若 たちである。彼らはこの訓練所で三ケ月の訓練をうけ、本月中旬卒業のうへ各州の官吏として任命され現地人の指導に当ることとなつてゐる。日本精神による鍛錬が目的であるだけに生徒一同も日本人の教官も素晴らしい意気込で、門内に一歩を踏み入れると所内の隅々にまで打てば響く張切つた空気 感ぜられる
校舎の階下は教室と食堂、階上は宿舎に充てられ、ここで生徒一同が全く軍隊式の共同生活を行つてゐ
























































































































はない。当事者が生きた社会と政治 情勢、大日本帝国憲法下の天皇の位置、西洋列強の植民地分割なかの日本など、複合的な要因の中で見る必要が ろう。教団外から教団内を見ることで 外部で活動した金谷のような人物が浮かび上がる である。
金谷と光瑞との関係は、本論で述べた以上 ことは判明しなかったが、浄土真宗本願寺派関係者にあるアジ
ア関係人材の輩出には、間違いなく光瑞の存在が大きい。彼らの思想背景には日本のアジア進出があり、結局は帝国主義と戦争の時代に呑み込まれた。時代の限界は が 海外を ようと 姿勢 、現代にも通じる考えるべき課題である。
最後に、金谷のアメリカ及び東京時代における近しい間柄であっ 、前記した小松雄道のことを述べて本論






2）小島勝「第Ⅱ部第一章本願寺派開教使の日本語教育」 （小島勝・木場明志編『アジアの開教と教育』法藏館、一九九二年） 、二〇〇頁。なお同論文の初出は 小島勝「戦前のアジア地域における本願寺派開教使の日本語教育その二」 （ 『仏教文化研究所紀要』第二六号、龍谷大学仏教文化研究所、一九八七年） 。引用文にある井上憲司へ 聞き取り調査は、遅くとも一九八七（昭和六二）年以前に行われ、当時の井上は七〇代後半であった。
（
3）浄土真宗本願寺派国際部・浄土真宗本願寺派アジア開教史編纂委員会編『浄土真宗本願寺派 開教史』 （本願寺出版社、二〇〇八年） 、二六九頁。
（
4）龍谷大学創立三七〇周年記念誌編纂室編『龍谷大学戦没者名簿―龍谷大学創立三七 周年記念誌』 （龍谷大学、二〇一一年） 、 「金谷哲麿」 （二三七頁）
（









8）金谷哲麿「東亜共栄圏と蘭印問題―世界環視の標的たる蘭印に就て語る」 （ 『講演時報』第六〇〇号、連合通信社、一九四〇年一〇月） 、一五頁。
（
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erica, 1998. pp.58, 294.
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二年当時に金谷は「豊多摩郡杉並町馬橋三一六」 （第七画像目 に居住していた。一九三五年には、前掲『仏教年鑑昭和十一年版』によれば、 「神奈川県鎌倉小町 八 一八 頁）に転 した
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17）金谷は、本山の本願寺と関係があった。一九四〇（昭和一五）年初頭に、子息の金谷哲生が物故したが、本願寺から「宝池院」と諡号された。無署名「金谷哲麿氏令息」 （ 『中外日報』第一二一六四号、中外日報社、一九四〇年三月八日） 、三頁。
（
18）柴田幹夫『大谷光瑞 研究―アジア広域における諸活動』 （勉誠出版、二〇一四年） 。
（








23）富樫長英編『東亜調査関係団体要覧昭和十六年』 （東亜研究所、 九四 年） 、三〇〇～三〇一頁。
（
24）上村真肇「仏印に於ける七日間七」 （ 『 学新聞』第二三四二号 教学新聞社 一九四一年一二月一一日） 、一
（
25）無署名「蘭印ビルマの宗教に就て／金谷哲麿氏談」 （ 『中外日報』第一二七四三号 一九四二年二月一五日） 、三頁。
（





13071018500 （第二、三画像目） 、 「第二五軍軍政部員（高等文官）一覧表」 、
一九四二（昭和一七）年三月三〇日調。本資料は第二五軍の行政組織である軍政部の発足当初における機構全体を示したものだが、軍政顧問 州知事、昭南特別市長、昭南島支部は省略して、本論に関わる要員のみ記載した。
（
28）昭南興亜訓練所については、ポール・Ｈ・クラトスカ著、今井敬子訳『日本占領下のマラヤ一九四一― 五』 （行人社、二〇〇五年） 、松永典子『 「総力戦」下の人材養成と日本語教育』 （比較社会文化叢書一一、花書院、二〇〇八年）を参照のこと。
（




31）「小川徳治教授略歴、著書」 （ 『立教経済学研究』第二五巻第三号、立教大学経済 研究会、一 七一年一 月、三―五頁）には、南方戦線での軍歴が記載されていない。
（





33）「インタビュー二二興亜訓練所の教官時代毛利可信」 （日本の英領マラヤ・シンガポール占領期史料調査フォーラム編『インタビュー記録日本の英領マラヤ・シンガポール占領（一九四一～四五年）―インタビュー記録』南方軍政関係史料三三、龍溪書舎、一九九八年） 、六一一頁。なお同書の口絵には、 昭南興亜訓練所本部前教官一同（昭和一七年八月） 」の見出しで集合写真が掲載され 主事の金谷哲麿は中央に写っている。
（
34）前掲、 『インタビュー記録日本の英領マラヤ・シンガポール占領（一九四一～ 』 、 「人名・事項解説」 （六七六頁） 。
（
35）「陸軍司政官（二十九日） 」 （ 『朝日新聞』第二〇五七三号、朝日新聞東京本社、一九四三年七月一日夕刊） 、一頁。
（
36）無署名「南方の宗教対策強化／宗教関係 司政官発令」 （ 『中外日報』第 二九三五号、一九四二年一〇月三日） 、二頁。「岡山医科大学学生主事世良琢磨外三十二名陸軍司政官等任免ノ件」 （昭和十七年・任免巻百七十八） 国立公文書館蔵（請求番号―本館／二Ａ／〇二一／〇〇・任Ｂ〇三二五一一〇〇） 。 「陸軍文官名簿」 （ 「南方軍政関係資料」所収） 、防衛省防衛研究所蔵（請求番号―南西／軍政／六四 南方軍政と仏教者の動員については、前掲の拙著『戦時下の日本仏教と南方地域』所収の「第Ⅱ部第三章マラヤの占領と宗教調査」を参照のこと。
（








39）南方特別留学生については、上遠野寛子『改訂版東 アジアの弟たち―素顔 南方特別留学生 （暁印書館、二〇〇二年（初版一九八五年） ） 、藤原聡・篠原啓一・西出勇志『アジア戦時留学生―「トージョー」が招いた若者たちの半世紀』（共同通信社、一九九六年） 、江上芳郎『南方特別留学生招聘事業の研究』 （南方軍政関係資料二四、龍渓 舎 一九 ）を参照のこと。上遠野は、南方特別留学生の第一期生に対して日本語や日本文化の教育に関わった。
（















47）アブドゥル・ラザクは、イギリスから独立後のマレーシアで、マレー語教育、日本語教育、マレーシアと日本の友好に関わった。マラ工科大学インスティチュートで日本語講師を務め、首相のマハティールが提唱したルック・イーストの政策により産業技術研修生が日本へ派遣されることになり、日本語予備教育のプログラム責任者に就いた。二〇一二（平成二四）年に母校の広島大学から名誉博士号が贈られた。ラザクについては、オスマン・プ 著、小野沢純・田中和夫・山下勝男訳『わが心のヒロシ ―マラヤから来た南方特別留学生』 （勁草書房、一九九一年） 、宇高雄志『南方特別留学生ラザクの「戦後」―広島・マレーシア・ヒロシマ』 （南船北馬舎 二〇一二年） 、広島大学編『被爆した 方特別留学生への名誉博士号授与の記録』 （広島大学、二〇一五年）を参照のこと。
【謝辞】本論の執筆に際して、浄土真宗本願寺派妙寿寺 大分県豊後高田市）の金谷則行住職より、金谷哲麿の遺品アルバムを
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